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http://www.3d-m.jp/n_contents/kome.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/onepoint_2018.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/q-a.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/fmonepoint.html
①　契約の成立を証明する目的で作成されたもので あれば、印紙税の課税対象となります。写し、副本などと表示された文書であっても次のような形態のものは、すべての契約書に印紙を貼ります。
ａ 契約当事者の双方又は文書の所持者以外の一方の署名又は押印があるもの
ｂ 正本などと相違ないこと、又は写し、副本、謄本等であることなどの契約当事者の証明のあるもの

②契約書の正本をコピーしただけの単なる写しにすぎないものは印紙を貼る必要はありません。
コピーであっても①のａ､ｂに挙げたものをしるした場合は契約の成立を証明する書面に該当しますので、印紙の貼り付けが必要になります。
例）
・「原本と相違ありません」といった文言が入っている場合（ただし、文書の所持者のみが署名又は押印しているものを除きます。）
・契約書の正本等とコピーに割印がある場合（ただし、文書の所持者のみが署名又は押印しているものを除きます。）

③　ＦＡＸや電子メール等で送信する場合
正本を相手に交付しなければ、印紙を貼る必要はありません。送付先で出力されたものは写しと同じで課税対象とはならないです。





